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1月4日開催の探鳥会での主役はイワツバメ、スタート～終了まで

淀川本流、河川敷の観察路上空を、切れ間なく飛び回り、観察個

体数は200羽

としたが、実数は

それ以上に多かっ

たと思われる。

このコースでは天野川

合流点近くの堤防上の

橋裏にコロニーがある。

➝

②大阪府のイワツバメ ➝
（大阪府鳥類目録 2016）

大阪府をぐるり取り巻く山地に近い所に

観察記録、そして繁殖Aランクの所がある。

右図の赤枠は、枚方淀川探鳥会の天野川

合流点のコロニーを示している。

← ③イワツバメ 日本の繁殖状況

全国鳥類繁殖分布調査2016～2021年
（鳥類繁殖分布調査会 2021年）

過去3回の調査を通じて記録メッシュ数が増加しており，繁殖の確

認されたメッシュ数も増 加しているが，これは重点的な集団繁殖

地の調査を行なったためで，現地 調査で記録された地点は328地

点から246地点と減少しており，1990年代 からは減少していると考

えられる。

⑤世界のイワツバメ分布図
真木・大西（日本の野鳥590） ➝

2000年平凡社

日本では夏鳥として九州以北にツバメ

より早く渡来する。東海地方や西日本

では少数越冬し、九州では相当数越冬

する。

越冬地は、フイリピン・マレー半島・イン

ドネシアなどである。

イワツバメ 20260104 迫田昌宏氏

Ⅰ 今月の鳥 イワツバメ

イワツバメの巣 20240603（平）

1974-1978 1997-2002 2016-2021

←④イワツバメ 日本の越冬状況

全国鳥類越冬分布調査2016～2022年 バードリサーチ・日本野鳥の会

全国に主に夏鳥として渡来するが，太平洋側を中心とした地域で一部が越冬する。その越冬分

布が 1980 年 代に比べて2010年代は大きく拡大していた。

イワツバメ 20260104 迫田昌宏氏

1984-1986 2016-2022

夏5/20-7/20 秋7/21-11/30 冬12/1-2/末 春3/1-5/19
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Ⅱ 探鳥会観察チェックリスト（第8版）
観察回数は、平が担当した2012年1月～先月2024年12月までの13年間での

観察回数です。

100回以上は留鳥、50回前後は冬鳥or夏鳥、10回以下は珍鳥？

スタート地点では恒例の関西医大タワーにいるハヤブサを見てスタート

した。淀川本流では珍しくセグロカモメが1羽、浅瀬に休んでおり、近くにはア

オサギ・キンクロハジロ・オオバン、上空をイワツバメが群舞していた。その後も本流にはキンクロハジロ・ホシハジロ・オカヨシガモの

群を中心にカモが7種、オオバンの群、青・大・小のサギなどが次々観察できた。猛禽類は今日の資料に入れたミサゴの他、ハイタカ・

トビ・ノスリ・チョウゲンボウなどが上空を飛んだ。セキレイは黄・白・黒の3種が天野川・黒田川などで出たが、河川敷の芝原にいて毎

年良く観察できるタヒバリは出なかった。冬の小鳥ではツグミ・シメ・ベニマシコ・アオジを観察したが、シロハラ・アトリは観察できな

かった。イワツバメ、スタートから終了まで淀川本流のみでなく、河川敷の観察路上空も切れ間なく飛び回り、200羽としたが、実数は

それ以上に多かったと思われる。イワツバメ・カモ・オオバンを中心に観察個体数は多いものの観察種数が50種にとどいていなかっ

たことから、牧野ゴルフ場の南側、遊水池に足を延ばしたが水が無く、コガモ・マガモの姿はおろか、草原と竹林に変じていた。 磯島

浄水場取水地に戻り鳥合わせ、トータル45種（先月より2種減）で終了した。

Ⅲ 先月(1/4）探鳥会報告
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Ⅳ 次回は3月４日（日)
午前9時 ラポールひらかた前

冬鳥は渡去の準備、留鳥は繁殖の準備に入っており、春の歌を

歌ってくれると思います。

今月と同じように、大阪支部HPからホームズ様式からお申し込みく

ださるようお願いします。

ホオジロ（20260104） ベニマシコ(20260104） ハヤブサ（20260104）

鳥写真３枚
（迫田昌宏氏）
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Ⅴ 野鳥を友に より 「イワツバメ」 朝日文庫1989高野伸二

今は写真図鑑全盛の時代となり使っている方は少なくなったが、私が鳥を始めた40年前は高野伸二氏が執筆され、1982年に
日本野鳥の会より発行された「フィールドガイド 日本の野鳥」が最高・最良の図鑑でした。その高野伸二氏は1984年に亡
くなられたが、図鑑作成の経緯などについて書かれていた文章を集約し「野鳥を友に」と題して1985年に発刊され、更に
1989年には文庫本として再発行されました。その中からイワツバメを抜粋しました。
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